
すべての医療行為には
インフォームド・コンセントが必要

Informed Consent
（Information=情報）（Consent=同意）

（その人が）十分に情報を知らされた上での同意

医療行為の一つであるワクチン接種においても

有効性と安全性について十分に知らされた上での同意が必要



HPVワクチンを
夏休みに打たせたい
製薬企業

茨城県下妻市の中学校で1年生の
帰りの会で配布されたパンフレット



HPVワクチンについては

•いまメディアやSNSではメリットばかりに偏った情報しか流れてい
ません

•でも厚労省や公的機関、製薬企業の公表資料をよく読むと、効果の
限界や、リスクに関する情報もちゃんと書いてあります

そして

•子宮頸がんには他の予防方法があります

検診という害の少ない代替手段があります

→国の公表資料などをよく読んで考えてみましょう



国立がん研究センター

がん情報サービス



HPV感染者 8000人

持続感染 500人

軽度異形成（CIN1） ８０人程度

中等度異形成（CIN２） 10人程度

高度異形成（CIN３） ２人程度

子宮頸がん １人程度
感染者の
0.013％

10000人



HPV感染者 8000人

持続感染 500人

軽度異形成（CIN1） ８０人程度

中等度異形成（CIN２） 10人程度

高度異形成（CIN３） ２人程度

子宮頸がん １人程度
感染者の
0.013％

10000人

（実際にはそんなことはないが）
仮にワクチンの効果が１００％だったとしても

１人の子宮頸がんを防ぐために１００００人が
ワクチンを打たなければならない
１人の死亡を防ぐためには約４００００人が
ワクチンを打たなければならない

９億円＋副反応



他の子どもの定期接種13種類との比較
2026年７月の副反応検討部会資料から

ワクチン名 総出荷本数 製造販売業者

医療機関

報告
うち
重篤

MR 30,827,000 208 604 300

水痘 25,866,358 183 395 238

DT 18,993,084 13 219 50

DPT+ポリオ 40,775,225 483 911 475

DPT+ポリオHib 4,804,005 91 108 82

Hib 41,268,443 923 1124 779

20価肺炎球菌 3,679,863 62 76 59

15価肺炎球菌 2,020,957 35 45 24

BCG 11,427,803 232 1355 301

日本脳炎 52,572,619 151 760 338

B型肝炎 59,765,935 657 744 517

ロタウイルス 11,699,913 880 438 360

5価ロタウイルス 9,315,294 469 258 200

計 313,016,499 4387 7037 3723

サーバリックス 7,076,543 967 1612 556
ガーダシル 4,649,082 430 761 250
シルガード９ 6,751,739 402 532 125

計 18,477,364 1799 2905 931

ワクチン名 総出荷本数 製造販売業者
医療機関

報告
うち
重篤

100万接種あたりの

副反応疑い報告 うち重篤報告

子どもの定期接種
13種類平均 36.5 25.9 

HPVワクチン 254.6 147.7

7.0 倍 5.7 倍

2,730 

約3億1300万回

約1,848万回

8,110 



HPVワクチンは副反応報告頻度が高い
公表はされているが メディアは伝えない
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100万接種あたりの重篤副反応疑い報告数
（2026年7月24日副反応検討部会資料）
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その受診患者数は？



接種者が増えると患者数が急増していた

2022年度
新規受診患者

137人

2023年度
新規受診患者

143人

2024年度
新規受診患者

339人

新規受診患者数
勧奨再開後4年2か月間で

７8５人

2025年度＋2か月
新規受診患者

166人

2025年度
ついに

男性２人
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協力医療機関受診に至る頻度

2022年4月の勧奨再開以後の4年間

•初回接種者数は約301万人

•新規受診患者数は771人 771÷301＝2.6

接種者１万人あたり約2.6人
約4000人に1人



早期発見して助かっている実績を
産婦人科医らは良く知っている

2023年の患者年報



がんになる前に見つけた！

15399人
早期がん（Ⅰ期）で見つけた！

3438人(43%)

がんになって見つかった 

8061人

子宮頸がん

8061

高度
前がん病変
（CIN３）

15399

子宮頸がんになりそうな日本の女性

がんにならずに
済んだ



結論 厚労省の資料もよく読めばわかる

20歳を過ぎたら２年に１度の子宮頸がん検診
でがんの予防も可能

前がん病変で発見できる

一方、接種して重篤副反応になってしまったら

将来の夢を諦めることになるかもしれない

→ちゃんとした治療は受けられないし

被害を訴えると攻撃されるおそれも
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